
 
 

 
 
 
 
 

 
 
１９４５年８月９日、長崎に原子爆弾が投

下されてから８０年が経ちました。 
小ヶ倉小学校でも、「戦没者への慰霊と平

和への願い」の思いをもち続けるための「平
和集会」を実施しました。今年も、気温上昇
による子供たちの体調面を考慮し、各教室に
おいてリモート形式で実施しました。 

集会の、校長講話では、毎年同じような内
容ですが、繰り返し伝えることで、子供たち
の「平和への思い」を強くしてほしいと願っ
て以下のようなことを伝えました。 

校長の講話のあとは、平和
学習に取り組んだ５年生の学
習成果の発表を行いました。

また、各学年の取組を見合う
学習も行いました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
長崎の人なら、大人子供問わ

ず「8月9日」が何の日か知って
ほしいものですが、子供や若
者、親世代にも答えられない人
が増えている今の時代だから
こそ、子供たちに平和についてしっかりと学
ばせていくことが大切だと考えます。 

学校生活の中で子供たちは、様々なトラブ
ルを起こしたり直面したりします。子供たち
の周りにある問題を未然に防止したり、問題
が起こった際に丁寧に指導したり、意味をよ
く考えさせたりしていくことで、「戦争の種」
「戦争の芽」をできるだけ早期に摘み、人と
しての心の豊かさや人としてありたい姿に
ついて一緒に考えていく、このことが大切だ
と思います。 
しかし、子供たちにとってはトラブルでさ

え大切な学習の一つです。トラブルが起こっ

た時に、自分の気持ちや行動を思い返しなが
ら冷静に自分の心と対峙し、「自分で考え」、
「自分の気持ちを伝え」、「相手の気持ちを
想像し」、対話によって解決できるよう私た
ち教師は支援します。安易に誰かのせいにす
るのではなく、自分も周りの人も幸せにして
いく方法を探ることが大切です。友達や家族
を平和にしていくことが、世界を平和にする
第一歩となります。子供たちの心が新鮮で素
直なうちに、平和への思いを広げていきたい
と思っています。相手をよく理解し、おかし
いことややってはいけないことを、心の目で

みて判断し、平和について本気で考えること
ができる子供たちを育てていきましょう。 
大人や親として、戦争を知らない子供たち

に戦争をどう伝えていくか、改めて考えなく
てはなりません。戦後はまだ続いています。
今の時代が「戦前」と呼
ばれることがないよ
う、心から願うばかり
です。 
ぜひ、この機会に御

家庭でも平和の大切さやありがたさを話題

とし、目の前の子供たちのために「小さな平
和」をつくる視点を持たせていただければと
考えています。よろしくお願いいたします。 
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「戦争の種」「戦争の芽」は、私たちのすぐそ

こにあります。「いたずら」や「けんか」、「いじ

め」「仲間外し」「無視」などが当たります。「意

見や考えがあわないこと」「思い通りにならない

こと」は、国と国との間でもあるし、誰と誰の間

にでもあります。大切なことは、相手の立場に立

って考えてみること、話し合って解決しようとす

ること、相手の心をわかろうとすることです。力

で抑え込もうとしたり、自分の言い分だけを通し

たりすると、自分の中に「戦争の種」「戦争の芽」

を生んでしまいます。戦争をよしとする間違った

心をもってしまうことにつながります。 

そうならないために、私たちにもできることが

あります。「自分の思いを伝える前に、相手の気

持ちを考えること。」「友達のよいところを見つけ

ること。」「みんなの笑顔のために自分の力を使う

こと。」です。だから、まずは、「自分の隣にいる

人を自分が大切にする」ことを頑張りましょう。 

たったそれだけのことでも、同じことを 10人

がやったら、100人がやったら、1000人がや

ったら・・・、平和な世界の実現も夢ではないよ

うな気がしてきませんか。 

「戦争を始める」と決めるのも人の心です。「戦

争は絶対にやらない」と決めるのも人の心です。

みんなで「平和を守る強い心」をもちましょう。

「小さな平和」をつくる力が「大きな平和」につ

ながっていくのです。 

（部分抜粋） 

大切に育てたい「平和の心」 

【学校教育目標】自ら考え、判断し、人と共により良く生きようとする心豊かな子供の育成 

 


